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晴
れ
や
か
な
表
情
で
未
来
へ

勝
央
町
二
十
歳
の
集
い

令
和
５
年
度



１．代表で謝辞を述べる西
元さん　２〜５．当日のさ
まざまな表情　６．実行委
員を務めた５人　７．懇親
会に花を添えた勝央町出身
の歌手岩崎理菜さん　８．
小中学校時代の先生と和や
かに談笑　９．受付を行う
華やかな衣装の参加者たち

1

23

4

69

8

5

7

―
感
謝
を
胸
に
、

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

二
十
歳
の
誓
い
ー

　

１
月
７
日
、
引
き
締
ま
っ
た
表

情
で
ス
ー
ツ
や
振
袖
に
身
を
包
ん

だ
85
人
が
参
加
し
、
二
十
歳
の
集

い
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
場
と

な
っ
た
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、

久
々
の
旧
友
と
の
再
会
で
和
や
か

な
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
に
は
１
月
１
日
に
発
生
し

た
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
犠

牲
者
に
向
け
て
黙
と
う
が
捧
げ
ら

れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
水
嶋
淳

治
町
長
が
「
若
く
活
気
の
あ
る
皆

さ
ん
の
行
動
力
で
未
来
を
切
り
拓

い
て
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
の
に

対
し
、
出
席
者
を
代
表
し
、
西
元

千
冬
さ
ん
が
「
今
後
、
高
い
壁
に

ぶ
つ
か
る
時
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
自
然
豊
か
で
温
か
い
勝
央
町

で
過
ご
し
た
日
々
が
、
力
に
な
っ

て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
自
分
が
選

択
し
た
道
に
誇
り
を
持
ち
社
会
の

一
員
と
し
て
力
強
く
前
に
進
ん
で

い
き
ま
す
」
と
謝
辞
と
誓
い
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
会
場
を
勝
央
町
公

民
館
に
移
し
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
、
記
念
撮
影
や
近
況
報
告
を
行

う
参
加
者
ら
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

令和５年度
~Photo memories~

二十歳の集い

山
やま

田
だ

　宗
そう

汰
た

さん
自覚と責任を持ち自分と
向き合うことです。大人
になるという自覚を持っ
て責任ある行動をとって
いきたいです。

山
やま

本
もと

　　葵
あおい

さん
「点滴穿石」
時間は有限。日々時間を
大切に、目標に向かって
直向きに努力し続けま
す。

山
やま

下
した

　未
み

夢
ゆう

さん
自分の人生の価値観を広
げるためにも人との関わ
りを大切にしていきたい
です。

内
うつ

海
み

　柊
しゅうき

輝さん
二十歳は心身ともに大人
だと思うので、自分に携
わる人に感謝の気持ちを
忘れず、人として自律し
た人間になりたいです。

安
あんどう

東　素
そ

愛
あ

さん
周りの方に感謝しなが
ら恩返しをしていきた
いです。

岸
きしもと

本　拓
たく

大
と

さん
二十歳になると同時に
社会人になるので、自
律し、新たな環境でも
人との関りを大切にし
たいです。

松
まつ

尾
お

美
み

沙
さ

希
き

さん
将来は人の痛みが分か
るような大人になりた
いです。

植
うえつき

月　重
しげよし

好さん
親や周りの人への感謝
を忘れず、一日一日を
大切に過ごしたいで
す。

笠
かさ

尾
お

愛
あ

梨
り

珠
す

さん
社会人として周りの方
に感謝できる人になり
たいです。
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今年の新成人
対象年代 ▼平成15年度生まれ

該当者数 ▼109人

出席者数 ▼85人（78％）

二
十
歳
の

抱
負
！



勝
央
町
一
般
会
計
補
正
予
算
第
５
号

教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

・
神
田
寿
則
さ
ん
（
植
月
東
）

勝
央
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

・
山
根
文
恵
さ
ん
（
勝
間
田
）

・
下
山
雅
章
さ
ん
（
黒　

坂
）

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
を
求
め
る
も
の

で
、
原
案
の
と
お
り
同
意
。

・
小
山　

格
さ
ん
（
畑　

屋
）

・
鳥
家
富
男
さ
ん
（
植
月
北
）

・
小
原
純
二
さ
ん
（
田　

井
）

・
赤
野
晶
代
さ
ん
（
下
町
川
）

が
選
出
。
任
期
は
令
和
５
年
12
月
23
日
か
ら

４
年
間
。

の
。

勝
央
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　

戸
籍
謄
本
、
除
籍
謄
本
等
の
広
域
交
付
を

可
能
と
す
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
。

勝
央
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

出
産
す
る
被
保
険
者
に
係
る
産
前
産
後
期

間
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

を
実
施
す
る
た
め
に
改
正
を
行
う
も
の
。

勝
央
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
施
設
等
の
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育

等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
に
伴
い
改
正
を
行
う
も
の
。

６
１
０
万
５
千
円
増
額
し
、
２
億
１
，
０
６

２
万
８
千
円
と
し
、
工
事
の
終
期
を
令
和
５

年
12
月
31
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日
に
変

更
す
る
も
の
。

令
和
４
年
度
（
繰
越
）
文
化
財
保
護
事
業　

登
録
有
形
文
化
財
旧
勝
田
郡
役
所
庁
舎
耐
震

補
強
工
事
の
第
２
回
変
更
請
負
契
約

　

工
事
内
容
の
変
更
に
伴
い
、
契
約
金
額
を

一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
２
億

４
，
８
１
７
万
９
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の

総
額
を
82
億
３
，
２
８
６
万
３
千
円
と
定
め

る
も
の
で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付

金
・
上
水
道
基
本
料
金
減
免
に
伴
う
繰
出

金
・
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
な
ど
。

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２

２
２
万
６
千
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
を

11
億
８
，
８
３
７
万
８
千
円
と
定
め
る
も
の
。

勝
央
町
手
話
言
語
条
例
の
制
定

　

ろ
う
者
と
ろ
う
者
以
外
の
者
が
共
生
し
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
共
生

社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
制
定
す
る
も

の
。

勝
央
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　

人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
、
町
の
一
般
職
の

職
員
の
給
料
月
額
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手

当
の
支
給
月
数
等
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も

の
。

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情

報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の

一
本
化
に
伴
う
個
人
番
号
の
独
自
利
用
事
務

を
処
理
す
る
た
め
に
改
正
を
行
う
も
の
。

勝
央
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
搭
載
さ
れ
た
利
用
者

証
明
用
電
子
証
明
書
を
利
用
し
て
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
多

機
能
端
末
機
か
ら
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得

で
き
る
こ
と
と
す
る
た
め
に
改
正
を
行
う
も

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２

６
７
万
５
千
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
を

１
億
４
，
３
４
９
万
円
と
定
め
る
も
の
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
増
減
は
な
く
、
予
備

費
を
減
額
し
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
な
ど
を

増
額
す
る
も
の
。

勝
央
町
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
入
予
算
に
35
万
１
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
４
億
６
，
１
４
９
万
６
千
円
、

収
益
的
支
出
予
算
に
42
万
８
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
４
億
６
，
３
５
９
万
６
千
円
と

す
る
も
の
。
ま
た
、
資
本
的
収
入
予
算
に
１

８
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
億
５
，
３

５
６
万
円
、
資
本
的
支
出
予
算
に
１
９
３
万

９
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
５
億
３
，
１
３

０
万
４
千
円
と
定
め
る
も
の
。

勝
央
町
下
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
入
予
算
に
７
５
０
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
８
億
３
，
０
９
６
万
６
千
円
、

収
益
的
支
出
予
算
に
１
，
６
３
６
万
２
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
８
億
９
，
４
９
５
万
５

千
円
と
す
る
も
の
。
ま
た
、
資
本
的
支
出
予

算
に
11
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
５
億

２
，
７
９
１
万
７
千
円
と
定
め
る
も
の
。

専

決

処

分

人

事

案

件

選
挙
管
理
委
員
選
挙

補

正

予

算

契

約

案

件

条

例

案

件

■物価高騰対策

・非課税世帯への１世帯当たり７万円を給付。（１

月中旬から給付開始）

・個人・事業所すべての上水道料金の１月・３月

請求分基本料金を４カ月分減免。

・１月から３月まで３カ月分の保育園・小・中学

校給食費の減免。

・飼料価格高騰などによる経営状況が悪化する畜

産農家への助成。

などにより、物価高騰の影響を受けた町民生活へ

の支援を進める。

■産業の振興

　令和５年に特産品の活用や魅力発信の強化を目

的として、株式会社天満屋と協定を締結した。特

産品の生産者や事業者の販路拡大などを通して、

地域社会の活性化や町民サービス向上に向けた産

業振興が狙い。また、地元の勝間田高校と引き続

き連携を深め、高校の魅力を発信する取組みを進

める。

■ＪＲ姫新線存廃問題

　姫新線の沿線自治体である新見市・真庭市・美

作市・津山市・勝央町・岡山県の６者でＪＲ西日

本岡山支社に、利便性向上による利用者の増加を

目的にICOCA（交通系ICカードシステム）導入

に関する要望を行った。姫新線は町民の重要な交

通手段であることを踏まえ、引き続き路線継続に

向けた利用促進などの取組みを行う。

■防災関係

　近年の多発する異常気象など災害への対応を強

化する。現在、避難行動要支援者名簿の見直し・

個別避難計画の策定・地区の防災計画の作成を推

進している。

・避難行動要支援者名簿の見直し

　名簿登録の対象となる2,080人に対して、登

録の希望の有無などを調査。

・個別避難計画

　避難経路の作成など災害からの避難に必要な

計画の策定を依頼し、11月末時点で1,080人か

ら提出があった。

・地区の防災計画について

　「安全と安心のまちづくり会議」での講演会

の開催や自主防災組織を対象とした研修を案

内。また、全地区での地区防災計画の策定に向

けて、地区ごとでの個別の説明会を進める予定。

行 政 報 告

　令和５年勝央町議会第４回定例会が12月13

日から22日までの10日間の会期で開かれまし

た。

　町長の行政報告に続いて、専決処分１件・人事

案件３件・契約案件１件・条例案件７件・補正予

算６件が上程され、原案のとおり可決されました。

議会報告

令和５年勝央町議会第４回定例会

2024.2月号 42024.2月号5



　12月12日、自立のための支援を必要とする町

内の子どもに、学校外での学びや体験活動の場を

提供する「ふたば教室」が、その取組みを評価さ

れ「文部科学大臣奨励活動表彰」を受賞しました。

　この教室は、言葉や特性について相談できる場

が欲しいという保護者のニーズに応える形で、平

成30年度から親子参加型のスタイルで開始され

ました。「子どものプライドを尊重する」「安心し

て参加できる」「楽しい活動」の３つの観点を重

視し、小さな成功体験の積み重ねを大切にした活

動などが評価されました。

　教室でコーディネーターを務める日野美子さん

（岡）は「この賞を励みにこれからも頑張ってい

きたい」と今後の活動への意気込みを話されまし

た。

　11月21日、農林漁業の振興のために献身的な

活動を続け、その功績が特に顕
け ん

著
ち ょ

で優秀と認めら

れる個人や団体を表彰する「岡山県農林漁業功労

者表彰」の表彰式が岡山県庁で行われました。

　勝央町からは「県知事表彰」を竹久文秋さん（植

月東）が、「農林水産部長表彰」を峰山正紀さん（豊

久田）がそれぞれ受賞しました。

　２人はともにぶどう農家で、町のぶどう部会長

の竹久さんと副部会長の峰山さんが揃っての受賞

となり、高品質のぶどう栽培と新規就農者の支援

などが高く評価され受賞にいたりました。

　受賞した竹久さんは「県内でも有数の産地とし

て、新規就農者の育成を中心に部会の維持・発展

に向けて取り組みたい」と今後の抱負を話されま

した。

５年間にわたる活動が実を結ぶ 農業振興への功績をたたえる

「ふたば教室」文科大臣賞を受賞 岡山県農林漁業功労者表彰

▲プリント学習をする子どもたち

▲県知事表彰を受ける竹久さん（左から４人目）

　12月12日、勝間田高校は11月の勝間田小学

校に続き、町内の小学生に農業の魅力を知っても

らおうと勝央北小学校の５年生の児童を対象に研

究授業を行いました。

　授業には千葉県から移住し、勝央町で10年以

上ぶどう農家を営む髙山真宏さん（植月中）が訪

れ、農業の魅力や面白さを伝えました。

　髙山さんは農業の魅力について「自分が最初か

ら作ったものを食べて、美味しいと言ってもらえ

る喜びを味わえること」と話され、児童らは「やり

がいのある仕事だと分かった」「農業に対する見

方が変わった」などと興味を持ったようすでした。

　12月10日、

勝央文化ホール

で「プロジェク

ションマッピン

グコンサート」

が開催されまし

た。

　ホールコンサートに先立ち、６日にわくわく

スクール勝小教室でピアノデュオDuetwo（デュ

エットゥ）によるピアノ連弾の演奏を、わくわく

スクール北小教室では浜まゆみさん＆大熊理津子

さんによるマリンバ演奏を行い、児童らは初めて

見るピアノ連弾やマリンバの演奏に聞き入りまし

た。また、９日にはDuetwoによるピアノレッス

ン教室が行われ、事前に申し込みがあった８名が

指導を受け、みるみる上達していました。

　ホールコンサートでは、ピアノ２台とマリンバ

２台による生演奏と、最新のAI技術によるプロ

ジェクションマッピング映像が舞台全体に映し出

され、訪れた観客を魅了しました。▲児童から質問に答える髙山さん（右）

▲観客を魅了する幻想的な映像

農業ってどんな仕事？ 幻想的な世界に惹きこまれて

町内小学校で農業の課題研究第２弾 プロジェクションマッピングコンサート

個人情報保護のため、

ホームページ上では掲載しておりません。

　勝央町では、保育園で勤務する会計年度任用職員（保育士・保育補助員・給食調理員）を次のとおり

募集しています。

職種 保育士 保育補助員 給食調理員

業務内容
0～5歳児までの園児の

保育業務全般
保育業務の補助 給食調理業務全般

募集人員 数名 １名 ２名

受験資格 保育士資格を有する人 なし なし

勤務時間

【フルタイム】
8：30～17：15

（早番・遅番あり）
【パートタイム】

8：30～17：15（応相談）

8：30～17：00 8：30～17：00（応相談）

会計年度任用職員募集
（保育士・保育補助員・給食調理員）

■問　健康福祉部（総合保健福祉センター内）　☎38-7102

news

お知らせ

◆任用期間　随時～３月31日（継続任用あり）

◆勤務場所　町立保育園（勝間田・植月・吉野・古吉野・高取保育園）

◆応　　募　随時、健康福祉部で受付

◆選　　考　面接（履歴書を持参してください。保育士の場合は、保育士証も必要です）

◆　保育士・保育補助員・給食調理員共通　◆
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満１歳になるお子さんです。

笑 顔

１歳のお誕生日

　　　　おめでとう♪

　元気に大きくなってね！



募
集

お知らせのページ

役場への電話・メール
総務部（☎38−3111）
　soumu

@town.shoo.okayama.jp

産業建設部
　農業・林業・農業委員会

（☎38−3112）
　sangyou

@town.shoo.okayama.jp

　土木・都市計画
（☎38−3113）

　kensetsu
@town.shoo.okayama.jp

税務住民部
　税　　務（☎38−3114）
　zeimu

@town.shoo.okayama.jp

　国　　保（☎38−3115）
　iryou

@town.shoo.okayama.jp

　戸籍・年金（☎38−3116）
　choumin

@town.shoo.okayama.jp

健康福祉部（☎38−7102）
　福　祉
　fukushi

@town.shoo.okayama.jp

　保健・環境
　kankyouhoken

@town.shoo.okayama.jp

上下水道部（☎38−3117）
　上　水
　suidou

@town.shoo.okayama.jp

　下　水
　gesuidou

@town.shoo.okayama.jp

出納室（☎38−1751）
　suitou

@town.shoo.okayama.jp

教育委員会 教育振興部
　学校教育（☎38−1752）
　gakuji

@town.shoo.okayama.jp

　社会教育（☎38−1753）
　syakaikyouiku

@town.shoo.okayama.jp

議会事務局（☎38−1754）
　gikai@town.shoo.okayama.jp

勝央町メール配信
サービス（防災・
行政情報など）

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

新
入
社
員
教
育
講
座

受
講
者
募
集

「
地
域
学
校
協
働
活
動
」

サ
ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
募
集

Ｍ
Ｓ
Ｋ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４

（
技
能
祭
み
ま
さ
か
）

２
月
は
北
方
領
土
返
還
運
動

全
国
強
調
月
間
で
す

学
生
の
た
め
の
つ
や
ま
エ
リ
ア

オ
ー
プ
ン
ジ
ョ
ブ
参
加
者
募
集

▼
活
動
時
間

　

２
～
３
時
間
程
度

※
活
動
内
容
に
よ
り
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
活
動
場
所

　

町
内
の
各
学
校

▼
活
動
謝
礼

　

時
給
９
０
０
円

▼
出
展
品
等

　

美
作
校
訓
練
生
製
作
品
（
全
て

抽
選
販
売
）、
焼
肉
鉄
板
（
大
・

小
）、
バ
ケ
ツ
、
ち
り
と
り
、

花
台
、
文
鎮
、
そ
の
他
多
様
な

展
示
品
を
予
定
。

　

入
校
相
談
も
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門

校
美
作
校

　

☎
０
８
６
８
ー
72
ー
０
４
５
３

動
県
民
会
議（
事
務
局　

岡
山
県

総
合
政
策
局
公
聴
広
報
課
内
）

　

☎
０
８
６
―２

２
６
―
７
１
５
８

　

農
業
者
が
よ
り
豊
か
な
老
後
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国

民
年
金（
老
齢
基
礎
年
金
）に
上
乗

せ
す
る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

▼
対　

象

　

次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
人

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し

こ
と
を
目
的
と
し
た
講
座
で
す
。

▼
日　

時

　

４
月
18
日
㈭
、
４
月
19
日
㈮

　

９
時
～
16
時
30
分

※
２
日
間
の
う
ち
い
ず
れ
か
を
選
択
。

▼
会　

場

　

津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー

（
津
山
市
山
下
92
―
1
）

▼
対　

象

令
和
６
年
に
新
し
く
入
社
す
る

人
▼
定　

員

　

各
回
１
０
０
人

▼
参
加
費

津
山
圏
域
（
津
山
市
・
鏡
野
町
・

勝
央
町
・
奈
義
町
・
久
米
南
町
・

美
咲
町
）
内
企
業

　

１
人
３
３
０
０
円

　

津
山
圏
域
外
企
業

　
　

１
人
４
３
０
０
円

▼
申
込
期
限

　

３
月
８
日
㈮

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

津
山
広
域
事
務
組
合

　

☎
24
―
３
６
３
３

い
る
令
和
５
年
度
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
（
ひ
と
り
親

世
帯
分
・
ひ
と
り
親
以
外
の
世
帯

分
）
に
つ
い
て
は
、
申
請
締
切
り

が
２
月
29
日
㈭
必
着
と
な
っ
て
い

ま
す
。
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
は

期
限
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

支
給
要
件
や
申

請
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
住
民
部
医
療
班

　

☎
38
―
３
１
１
５

　

勝
央
町
教
育
委
員
会
で
は
、
地

域
と
学
校
が
連
携
・
協
働
し
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

地
域
全
体
で
支
え
て
い
く
「
地
域

学
校
協
働
活
動
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
推
進
す
る
た
め

に
、
地
域
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と

学
校
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
有
償

ス
タ
ッ
フ
「
勝
間
田
小
学
校
サ
ブ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」「
勝
央
中

学
校
サ
ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容

な
ど
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
数

　

各
１
名

▼
活
動
日

　

平
日
の
週
２
～
３
回
程

※
活
動
内
容
に
よ
り
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門

校
美
作
校
訓
練
生
が
技
能
習
得
に

励
ん
だ
成
果
を
披
露
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
本
校
に

対
す
る
理
解
を
一
層
深
め
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
広
く
県
民
の
皆

さ
ん
に
「
も
の
づ
く
り
」
の
魅
力

を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

▼
日　

時

　

２
月
18
日
㈰

　

10
時
～
正
午

▼
場　

所

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門

校
美
作
校（美

作
市
安
蘇
３
４
５
）

～ 

四
島
想
い　

心
に
点
す

　

返
還
の
火 

～

　

北
方
四
島
（
歯
舞
群
島
、
色
丹

島
、
国
後
島
、
択
捉
島
）
の
返
還

を
求
め
て
２
月
７
日
の
「
北
方
領

土
の
日
」
を
中
心
に
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

岡
山
県
で
も
、
２
月
８
日
㈭
に

さ
ん
太
ホ
ー
ル
で
「
北
方
領
土
返

還
要
求
岡
山
県
民
大
会
」、
１
月

17
日
㈬
か
ら
２
月
18
日
㈰
ま
で
岡

山
県
立
図
書
館
で
北
方
領
土
に
関

す
る
テ
ー
マ
展
示
を
実
施
す
る
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

　

北
方
四
島
の
早
期
返
還
実
現
の

た
め
、
返
還
運
動
へ
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先 

岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求
運

　

「
気
軽
で
」・「
楽
し
く
」
を
テ
ー

マ
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
魅
力
あ

る
津
山
圏
域
の
企
業
12
社
の
紹
介

と
、
先
輩
社
員
と
交
流
が
で
き
る

座
談
会
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

１
コ
マ
50
分
単
位
で
参
加
で
き
ま

す
が
、
複
数
の
コ
マ
へ
の
参
加
が

お
ス
ス
メ
で
す
。

　

な
お
、参
加
費
は
無
料
で
す（
オ

ン
ラ
イ
ン
ア
プ
リ
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
利

用
環
境
が
必
要
で
す
）。

▼
日　

時

・
１
日
目　

２
月
18
日
㈰

・
２
日
目　

２
月
21
日
㈬

・
３
日
目　

２
月
24
日
㈯

　

社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
名
刺
交
換
、
電

話
対
応
、
接
客
対
応
な
ど
を
学
ぶ

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
～
14
時

50
分

▼
対
象
者

大
学
生
、
短
大

生
、
高
専
生
、

専
門
学
校
生
、
高
校
生

▼
参
加
締
切

　

各
日
程
の
前
日
ま
で

▼
主　

催

津
山
圏
域
定
住
自
立
圏
（
津
山

市
・
鏡
野
町
・
勝
央
町
・
奈
義

町
・
久
米
南
町
・
美
咲
町
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

レ
プ
タ
イ
ル
㈱（
本
事
業
事
務
局
）

　

☎
35
―
２
４
０
５

ごみ収集のお知らせ
　２月12日㈪、23日㈮は祝日でごみ収集はお休みするため、12日㈪の地
区は14日㈬に、23日㈮の地区は22日㈭に振替収
集を行います。
　適切な分別を行い、可燃ごみの減量にご協力くだ
さい。
　なお、ごみは各地区の決まった時間内にそれぞれ
の収集場所に出してください。
問い合わせ先
　健康福祉部　☎38−7102

ごみ分別アプリ
「さんあ～る」

お
知
ら
せ

低
所
得
子
育
て
世
帯
へ
の

特
別
給
付
金
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
６
月
か
ら
実
施
し
て

て
い
る

③
20
～
59
歳
の
人

▼
保
険
料
（
掛
け
金
）

　

月
額
２
万
～
６
万
７
千
円

（
選
択
可
）

▼
農
業
者
年
金
の
特
徴

・
80
歳
ま
で
の
保
証
が
付
い
た
終

身
年
金

・
税
制
上
の
優
遇
措
置
あ
り

・
条
件
に
よ
り
国
庫
助
成
あ
り

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
農
業
者
年
金
基
金（専

門
相
談
員
）

　

☎
03
ー
３
５
０
２
ー
３
１
９
９

・
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
勝
央
支
店

　

☎
38
―
３
１
３
１

・
勝
央
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
38
―
３
１
１
２

【申込ページ】

【町HP】【町HP】

令和６年能登半島地震への義援金を受け付けています
　令和６年１月１日の能登半島地震により、石川県ほか北陸地方の広い地域で、甚大な被害が

発生しました。勝央町では、被災地・被災者の方々を支援するため、義援金の受付窓口を次の

とおり設置しています。

　皆さまからの温かいご支援をよろしくお願いいたします。

窓口設置場所

　・総合保健福祉センター（平242-1）　　・役場総務部窓口（勝間田201） 

問い合わせ先

　健康福祉部　☎38−7102

愛
玩
動
物
を
飼
養
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ま
へ

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
で
は
、
口

蹄
疫
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
防
止
等
を
目
的
と
し
て
、
対
象

と
な
る
動
物
を
飼
養
さ
れ
て
い
る

人
に
県
知
事
へ
の
報
告
を
義
務
付

け
て
い
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
動
物
を
飼
養
さ
れ

て
い
る
人
は
、
報
告
用
紙
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
岡
山
県
津
山
家

畜
保
健
衛
生
所
ま
で
御
連
絡
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
報
告
対
象
と
な
る
家
畜

牛
・
馬
・
鹿
・
め
ん
羊
・
山
羊
・

豚
・
い
の
し
し
・
鶏
（
ち
ゃ
ぼ
、

烏
骨
鶏
等
を
含
む
）・
あ
ひ
る
・

う
ず
ら
・
き
じ
・
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
・

七
面
鳥
・
だ
ち
ょ
う
・
ア
イ
ガ

モ
（
ア
イ
ガ
モ
農
法
に
供
す
る

場
合
も
含
む
）

▼
報
告
内
容

家
畜
の
種
類
・
頭
羽
数
等
（
令

和
６
年
２
月
１
日
時
点
）

▼
報
告
書
の
提
出
期
限

　

３
月
末
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
津
山
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
29
―
０
０
４
０
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◆◇◆◇◆ 各種無料相談のお知らせ ◆◇◆◇◆
　勝央町や近隣で開催される各種無料相談です。予約等が必要な場合もありますので、詳しくはお問い
合わせください。

相談の種類 内　　　　　　容
問い合わせ

予約 日　　程 時　　間 相談場所

教育相談
青少年や家族の皆さんが悩みや不安を相談できる窓口。面接相談のほか電
話相談も可能。相談内容については固く秘密が守られます。

【今回相談員】景山直哉・田中和子・山本まつ代
公民館

38−1753

不要 2/3㈯ 10：00～15：00 公民館２階小会議室

所得税確定申告無料相談会 税理士による所得税確定申告無料相談（譲渡等を除く簡易な事案に限る） 中国税理士会津山支部
（税理士法人アイタック内）

22−3088不要 2/3㈯・4㈰ 10：00～15：00 アルネ・津山4階　津山市立図書館前

結婚相談
結婚に関する相談「マリッジサポート」
結婚支援員による仲介も希望可能。
対象：18歳以上50歳未満の独身男女またはその家族

総務部
38−3111

要 2/11㈰ 13：30～15：30 勝央町役場２階会議室

無料調停相談会
土地家屋・交通事故・金銭貸借など民事に関する諸問題、離婚・相続など
の家事に関する諸問題について、津山家庭裁判所所属の調停委員が相談に
応じる相談会

津山調停協会
22−9326

不要 2/11㈰ 10：00～14：00 津山市総合福祉会館（津山市山北520）

心配ごと相談
日常生活における【法律】（相続・土地売買などのもめごとなど）、【行政】（行
政についての苦情、相談など）、【人権】（人権侵害など）、【福祉】（生活保護、
高齢者など福祉全般）の各分野の相談

税務住民部
38−3116

法律相談は要 2/14㈬ 10：00～15：00 勝央町公民館２階会議室

【遺言・相続】講演会&相談会 ・相続登記に関する相談　・自筆証書遺言書保管制度に関する相談
法務局津山支局

22−9157
要 2/17㈯ 10：00～16：00 岡山地方法務局津山支局（津山市田町64）

消費生活相談 専門相談員による、消費生活全般に関する相談
税務住民部
38−3116

要 2/20㈫ 10：00～15：00 消費者相談窓口（勝央町役場税務住民部）

マイナンバーカードが

健康保険証として利用できます！

　マイナンバーカードの健康保険証利用が始まっています。利用できる医療機関等については、ステッ
カーやポスターを掲示しており、厚生労働省ホームページでも確認できます。
※システムの導入が完了してない医療機関がありますので、引き続き健康保険証は持参してください。
※各種医療費受給者証（乳幼児及び生徒等医療、心身障害者医療、ひとり親家庭等医療など）をお持ち

の方は、引き続き持参し、医療機関等の窓口にご提示ください。

役場でもお手続きできます

news

お知らせ

■問　税務住民部（医療班）　☎38-3115

　マイナンバーカードを健康保険証として利用するためには、
健康保険証利用申込みが必要です（初回登録のみ）。
　申し込みを行うには、マイナンバーカードとカードリーダー
機能を備えたデバイス（スマートフォン、または、PCおよび
ICカードリーダー）を用いて「マイナポータル」で申し込み
を行うか、または、医療機関に設置してあるマイナンバーカー
ドリーダーにて申し込みする必要があります。

　協賛店で提示することで、割引やプレゼントなど、さまざまな子育て応援サービスを受けることがで
きる「ももっこカード」がアプリになりました。また、交付対象となる子どもの年齢が「18歳未満」に
拡大しました。
　現在お手元にある紙カードも引き続き利用することができます。新たに紙カードの交付を希望する人
の申請窓口は、岡山県になります。勝央町総合保健福祉センターでは、紙カードの交付をしていません
のでご注意ください。
　また、協賛店のサービスをSNS
に投稿すると、抽選で人気グッズが
当たる利用促進キャンペーンを２月
29日㈭まで実施しています。詳し
くは岡山県のホームページをご覧く
ださい。

「ももっこカード」がアプリになりました
■問　岡山県庁　子ども未来課　☎086-226-7347

news

お知らせ

ももっこカード（新デザイン）

　令和６年度の新規会員を次のとおり募集しま
す。
対象児
・勝間田小学校に通学する児童
・放課後、土曜日、春夏冬休みに親の共働きな

どの理由で保護する大人を欠く児童
活動場所
　ふれあい館「かしの木」

◇月　謝◇

コース種別 平常月 春休み 夏休み 冬休み

平常コース
月～金曜日 8,000円 8,000円

10,000円
（８月のみ）

8,000円

土曜日 １回の利用につき　800円（18：00まで）

休業コース 月～金曜日 30,000円

平常コース：月～金曜日、土曜日、春・夏・冬休み
休業コース：春・夏・冬休み（休業中の登校日の利用可能）※４・５・６年生は利用不可

申込方法
　２月16日㈮までに、かつまだ学童クラブに
入会申込書を提出
※現在利用中の人も申込みが必要です。締切日

以降は受付けできません。
詳細・問い合わせ先
　かつまだ学童クラブ
　☎38−6002（平日14：00～18：00）

かつまだ学童クラブ（学童保育）新規会員募集

【県HP】
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勝
央
町
お
試
し
住
宅
は
田
井
・

平
・
植
月
中
に
３
棟
あ
っ
て
、
利
用

料
は
、
な
ん
と
っ
！
無
料
で
す
。
利

用
期
間
も
３
日
か
ら
最
長
１
８
０
日

ま
で
。
こ
れ
は
岡
山
県
内
で
も
勝
央

町
だ
け
な
ん
で
す
よ
。
お
試
し
住
宅

に
は
電
化
製
品
・
食
器
等
生
活
に
必

要
な
も
の
は
全
て
揃
っ
て
お
り
、
ご

用
意
い
た
だ
く
の
は
寝
具
と
タ
オ
ル

等
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
類
だ
け
で
す
が
、

水
道
料
や
電
気
代
等
の
公
共
料
金
は

ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。
各
お
試
し

住
宅
に
は
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
も
完
備
さ
れ
て

い
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
の
で
便
利
で
手
厚
い
で
す

よ
ね
。

　

肝
心
の
申
し
込
み
方
法
で
す
が
、

①
空
き
が
出
れ
ば
期
間
を
定
め
て
募

集
の
「
仮
受
付
」
を
い
た
し
ま
す
。

②
応
募
条
件
＊
町
外
か
ら
勝
央
町
へ

移
住
を
検
討
し
て
い
る
方
（
転
勤
ま

た
は
婚
姻
な
ど
に
よ
る
移
住
者
は

除
き
ま
す
）
＊
南
部<

平>

お
試
し

住
宅
は
、
原
則
、
県
外
か
ら
の
移

は
濃の
う

度ど

を
増
し
て
気
付
か
ぬ
う
ち
に
辺

り
の
景
色
が
意
識
か
ら
遠と
お

退の

き
自
然
と

私
は
自
分
と
だ
け
の
や
り
取
り
を
受
け

入
れ
る
・
・ 

平
た
い
ら

地
区
に
宮み

や

の
山や

ま

と
い

う
山
が
あ
り
ま
す
。
麓
ふ
も
と

か
ら
の
勾こ
う

配ば
い

き

つ
い
１
０
０
段
の
石
段
を
上
が
る
と
大

正
11
年
（
１
９
２
２
）
の
猛た
け

々だ
け

し
い
石

造
狛
犬
に
迎
え
ら
れ
、
土ど

俵ひ
ょ
う

の
あ
る
広

場
に
到
着
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
更
に
小

階
段
を
上
が
っ
た
場
所
に 

平
た
い
ら

八は
ち

幡ま
ん

神じ
ん

社じ
ゃ

（
平
８
３
６
）
が
鎮ち

ん

座ざ

し
、
振
り
返

れ
ば
生
い
茂
る
木
々
を
額が
く

縁ぶ
ち

と
し
て
美

し
く
町
が
煌き

ら

め
い
て
い
ま
す
。
神
社

の
左
脇
を
入
っ
て
山
頂
ま
で
登
れ
ば

尾
根
の
平ひ

ら

地ち

に
３
基
の
円え

ん

墳ぷ
ん

、
山さ

ん

中
ち
ゅ
う

に
は
土ど

橋ば
し

が
架か
か

り
、
竹ち
く

林り
ん

が
あ
り
、
山

を
丸
ご
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

宮
の
山
は
か
つ
て
粧
し
ょ
う

飾
し
ょ
く

山ざ
ん

と
呼
ば
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。
粧
飾
と
は
装そ
う

飾
し
ょ
く

の
こ
と
で
あ
り
、
美
し
く
飾
り
、
装
よ
そ
お

う

こ
と
で
す
。
粧
飾
の
粧
は
化け

粧し
ょ
う

の
粧
で

あ
り
御お

粧め
か

し
の
粧
。
し
か
し
私
は
こ
の

山
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
粧・

飾・

山
を
実
感
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
美
し
く
な
い
と
感
じ
て
い
た
わ

　

勝
央
町
民
の
方
か
ら
「
勝

央
町
お
試
し
住
宅
」
の
申
し

込
み
方
法
の
お
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
案

内
し
て
お
き
ま
す
ね
。

粧
飾
山
（
宮
の
山
）

　

急
き
ゅ
う

で
長
い
階
段
を
上あ

が

る
・
・
太ふ
と

腿も
も

や
膝ひ
ざ

に
負ふ

荷か

が

か
か
り
静
か
に
息
が
荒
く
な

る
。
躰

か
ら
だ

を
出
入
り
す
る
空
気

住
希
望
者
の
み
。
＊
北
部<

植
月
中

>

お
試
し
住
宅
は
、
原
則
、
県
外
か

ら
の
就
農
希
望
の
移
住
者
を
優
先
し

ま
す
。
③
募
集
期
間
中
に
応
募
が
複

数
に
な
っ
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。
④
ご
利
用
決
定
と
な
り
ま
し
た

ら
ご
利
用
に
関
す
る
申
請
書
提
出
等

の
事
務
手
続
き
に
入
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
➡
移

住
定
住
サ
イ
ト
➡
い
え
探
し
➡
お
試

し
住
宅
の
利
用
を
お
考
え
の
方
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

募
集
は
不
定
期

で
す
が
、「
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
」
に
ご
登
録
し

て
お
く
と
募
集
開

始
の
お
知
ら
せ
が

自
動
的
に
届
き
ま

す
の
で
便
利
で

す
。

　

勝
央
町
に
移
住

を
お
考
え
の
友

人
・
知
人
・
ご
親

戚
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
紹
介

く
だ
さ
い
ま
せ
。

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
哀か
な

し
い
こ
と
に

そ
う
し
た
名
を
冠か

ん

す
る
ほ
ど
の
特
別
さ

が
判
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
私
は
山
中

を
幾
度
と
な
く
歩
き
粧
飾
山
か
ら
隣
の

山
へ
、
さ
ら
に
隣
の
山
＝
畳
た
た
み

岩い
わ

山や
ま

に

も
赴
お
も
む

き
ま
す
。
畳
岩
山
山さ
ん

頂ち
ょ
う
で
穏お
だ

や
か

な
木こ

漏も

れ
日び

降
り
注
ぐ
平
坦
な
広
が
り

を
歩
き
つ
つ
昔
こ
の
山
に
在
っ
た
と
伝

わ
る
永え

い

昌
し
ょ
う

寺じ

に
思
い
を
馳
せ
る
の
で

す
・
・
雲
が
青
空
を
邪
魔
し
て
は
行
き

交
う
２
０
２
３
年
初し

ょ

冬と
う

の
と
あ
る
昼
下

が
り
の
こ
と
。
滝た
き

川が
わ

に
架か
か

る
大た
い

平へ
い

橋ば
し

歩ほ

道ど
う

橋き
ょ
う

（
平
地
区
）
を
北
に
向
け
て
歩
い

て
い
る
と
見
慣
れ
て
い
た
は
ず
の
風
景

に
違
和
感
を
覚
え
ま
し
た
。
意
識
が
前

方
の
あ
ち
こ
ち
を
彷さ

ま

徨よ

っ
た
の
も
束つ

か

の

間ま

、
私
は
粧
飾
山
が
こ
ん
も
り
と
華は
な

や

い
で
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
こ
ん

な
表
情
に
出
会
っ
た
の
は
初
め
て
で

す
。
紅こ

う

葉よ
う

と
い
う
言
葉
で
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
る
よ
う
な
分
か
り
易
い
派
手
さ
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
明
ら
か
に
周
囲
の

山
と
も
そ
れ
ま
で
の
粧
飾
山
と
も
違
う

の
で
す
。
敢あ

え
て
言
え
ば
彩さ

い

度ど

が
高
い

の
で
す
が
彩
度
に
つ
い
て
ど
う
説
明
す

べ
き
で
し
ょ
う
か
。
季
節
の
山
と
し
て

期
待
さ
れ
る
予
定
調
和
の
風
景
と
違

い
、
目
を
離
せ
ば
沢た
く

山さ
ん

の
何
か
を
取
り

零こ
ぼ

す
。
そ
ん
な
気
配
に
満
ち
た
瞬
間
が

そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
す
。

勝
央
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
毎
月
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

三雲　弘和

水谷　一

地域おこし協力隊活動日誌

平 植月中 田井

　

勝央中学校生徒会だより
　
「
勝
央
中
学
校
生
徒
会
だ
よ
り
」
で
は
、
よ
り
良
い
中

学
校
生
活
へ
向
け
た
活
動
や
地
域
貢
献
に
取
り
組
ん
で
い

る
勝
央
中
学
校
生
徒
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
毎
月
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

３
年
生
は
、
受
験
に
向
け
て
の
勉
強
や
面
接
の
練
習
を

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
将
来
に
関
わ
る
と
て
も
大
切
な
時
期

で
す
。
１
・
２
年
生
は
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
り
、

給
食
中
に
元
気
が
出
る
曲
を
流
し
た
り
、
３
年
生
の
受
験

応
援
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
健
委
員

会
は
、
３
年
生
に
好
き
な
給
食
メ
ニ
ュ
ー
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
り
、
そ
れ
を
元
に
「
験げ

ん

担か
つ

ぎ
」
の
メ
ニ
ュ
ー
を
入
れ

た
受
験
応
援
献
立
を
作
成
し
て
、
３
年
生
を
応
援
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
３
年
生
が
受
験

を
不
安
に
思
う
気
持
ち
を
少
し
で
も
解
消
し
、
受
験
に
向

け
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
卒
業
式
で
歌
う
賛
歌
の
練
習
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
勝
央
中
で
は
、
４
年
ぶ
り
に
全
校
生
徒
出
席
に

よ
り
実
施
し
ま
す
。
１
・
２
年
生
で
息
を
合
わ
せ
て
３
年

生
に
歌
を
届
け
る
た
め
に
、
生
徒
会
本
部
や
学
級
委
員
、

賛
歌
実
行
委
員
を
中
心
に
、
歌
を
大
き
な
声
で
歌
え
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
去
年
の
歌
の
練
習
で
は
、
生
徒

か
ら
、
高
い
声
が
出
せ
な
い
、
大
き
な
声
で
歌
っ
た
経
験

が
な
い
、
な
ど
と
い
っ
た
課
題
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
、
今

年
は
そ
の
課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
思
い
出
に
残
る
よ
う
な
卒
業
式
に
な

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
勝
央
中
学
校
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

勝
央
中
学
校
生
徒
会
本
部

読んでみんちぇ〜

岡山しょうおうチャンネル
byしょうおう志援協会

☎２０−１８１１
（ホームページアドレス　http://shoo-shien.com/）

◆【報告】勝央町勝間田神社にて必勝祈願を願って参拝◆
　2024年初の勝ブランドニュースです。

　縁起の良い辰年を迎え勝間田神社にて１月８日「勝負事の日」イチ（１）かバチ（８）かの語呂合わ

せから、勝ブランド必勝祈願を願い参拝をしました。

　また、今年一番の勝王「勝負事に強い」決定ジャンケン大会を開催、豪

華商品をゲットされました。
以前取り上げられた

番組動画です
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ＴＥＬ：３８−０２７０
開館時間：10：00〜18：00（※入館は17：30まで）

ホームページ：http://museum.town.shoo.lg.jp

ＴＥＬ：３８−０２５０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：https://ilisod005.apsel.jp/shoo-lib/
休 館 日：2／1〜9・12・19・26 休 館 日：2／5・12・19・22・26

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

【展示室・特別展示室・町民ギャラリー２】

・特別展 赤堀佐兵生誕120年記念展

「赤堀佐兵と独立美術協会の画家たち」

（２月10日～３月10日）

　　○入館料：一　般　　　　　　　500円

　　　　　　　大学生・65歳以上　100円割引き

（要証明書提示）

　　　　　　　高　校　生　以　下　無料

　　　　　　　※20名以上の団体は２割引

　　　　　　　※割引の併用は不可

【町民ギャラリー１】入場無料

・令和５年度絵画教室作品展

（２月17日～３月２日）

赤堀佐兵生誕120年記念展

「赤堀佐兵と独立美術協会の画家たち」

　当館が顕
けん

彰
しょう

する勝央町出身の洋画家 赤堀佐兵

（1904～1961）の生誕120年にあたり、彼

の日本近代洋画壇における功績やその影響を、地

域の方々はもとより世の人々に広く知っていただ

き、彼の作品に新たな角度から光を当てるべく、

周年記念展を実施します。

　独立美術協会設立当時より活躍し、志半ばで

逝った彼が、その清貧の創作活動の中で追及した

本当の「美」に

ついて、彼と関

係の深い独立の

作家たちの作品

と と も に 展 示

し、その精神性

について改めて

検証します。

◆令和６年度MUSEUM講座の受講生を募集

　詳細は、勝央美術文学館のホームページをご確

認ください。

「副菜以上、主菜未満。

−３品で整うふたりの食卓−」

　（上田淳子　著／Gakken）

　「量は多くなくて

いいけど、簡単で栄

養のある食事をとり

たい」そんな大人世

代にちょうどいい、

手軽でおいしい、健

康的なごはんの本で

す。紹介されているのは、副菜よりちょっと食べ

ごたえのある簡単料理。それら３品を揃えると、

にぎやかでバランスの良い食卓が完成するように

なっています。

　食材や味付け、火を使わず和えるだけ！などの

調理方法がひと目でわかるようになっているの

で、冷蔵庫にあるもの、食べたい味、調理意欲に

合わせてその日作るものをパッと選ぶことができ

ます。毎日のこと、無理なく手軽に作れることが

何よりオススメポイントです。

一 般 書

・「きこえる」　　　　　（道尾秀介　著／講談社）

児 童 書

・「ぼくはなんのほん？」

　（カロリーナ・ラベイ　著・はせがわけい　訳／

光文社）

◆図書館利用のご案内

　（本を借りるときは？）

　借りたい本を、利用者カードと一緒にカウン

ターへお出しください。貸出冊数の制限はありま

せん。貸出期間は２週間です。

　（本を延長したいときは？）

　返却日の２日前から返却日までにお電話かカウ

ンターでお問い合わせください。予約が入ってな

い本であれば２週間延ばせます。（延長は１回の

みになります）　

赤堀佐兵「獅子と鷹と」

▲  問い合わせ先 

▲

教育振興部（勝央町公民館）　☎３８－１７５３

■令和５年度かつたっ子フェスティバル

【内　容】旧勝田郡内で活動している高校生以下の子どもたちがダンスや演奏など日頃の練習

の成果を披露します。ぜひ会場で温かいご声援をお願いします。

【日　時】２月11日（日）開場／12：30　開演／13：00

　　　　　※開場、開演時刻は変更になる場合があります。最新情報は勝央町ホームページを

ご覧ください。

【入場料】無料

書誌画像出典：TooLi
（TRC図書館流通センター）

勝央町介護予防事業　めざせ！いきいき地域活動通信

～認知症サポーター養成講座～
Vol.73

　勝央町では、認知症の人たちが安心して暮らせるように、認知症の人たちを温かく見守る応援者を増

やす「認知症サポーター養成講座」を行っています。

　今回は、愛育委員と郵便局の方78名に、認知症という病気の理解や接し方についての講話を行いま

した。

　これからも皆さんには、地域の相談窓口の一人として、見守り・寄り添いさらに専門機関へつなぐ役

割として活躍することを期待しています！

　認知症サポーターは特別なことをする人ではありません。これからも認知症について正しい理解や接

し方を学ぶことで、認知症の人にとって暮らしやすい地域となるよう、取り組んでいきたいと思ってい

ます。

※養成講座の開催をご希望の際は、下記まで連絡ください。内容については、年代に合わせて対応いた

します。

【問い合わせ先】勝央町地域包括支援センター　☎38−3028
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えーがん♥勝央
　　　　写真館

～読者が撮る身近な　　
　　写真をお届けします～

ヒト・モノ・風景や街並み、グルメなど町の
魅力が伝わる写真を大募集！選考のうえ、広
報紙や町の公式SNSなどに掲載し
ます。
右の投稿フォームか郵送（持参可）
の方法で投稿してください。
問：総務部　☎38－3111

【投稿フォーム】

読者プレゼント今月の ■問　総務部　☎38-3111

プレゼント内容

ＤＡＴＡ

よもぎ蒸しサロン紫陽花
令和４年７月に開業した当サロンでは「よもぎ」などの漢方薬草

の蒸気によって、じわじわと下半
身から全身に至るまで芯から温め
るスチームセラピーを提供してい
ます。美肌・ダイエット・リフト
アップ・デトックス・足のむくみ
などに効果的です。また、基礎
体温を向上させ、病気知らずの
身体づくりができます。ぜひ一
度お試しください！

┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈┈
【営業時間】10：00～20：00（予約制・タオルを持参してください）
【所 在 地】勝央町植月中2668　☎090-7125-3585（岸本邦子）

応募方法

郵便番号・住所・氏名・
電話番号・広報紙を読ん
だ感想をご記入のうえ、
応募フォームまたはハガ
キ（総務部窓口への持込
可）でお申し込みくださ
い。

◆応募締切２/13㈫必着

※１人１通まで有効。

※当選者の発表は引換券
の発送をもってかえさ
せていただきます。引
換券を指定の場所に持
参し、プレゼントと交
換してください。

7 0 9 4 3 1 6

勝
央
町
勝
間
田
２
０
１

勝
央
町
役
場
総
務
部

「
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係

応募フォーム

商品の提供事業者募集中！
詳しくはHPまたは総務部
へお問い合わせください。

病気知らずの体づくりをサポート
よもぎ蒸し体験　3,000円相当を５名様にプレゼント！

収穫を迎えた作州黒

黒大豆の収穫を迎えましたが、５年産はやはり
不作のようです。また今年がんばります！

おでん（小矢田）

滝川にヌートリア

川にスイスイ泳ぐ生き物。追っていくと子供達
も。この日11匹のヌートリアに遭遇。

ぱんだこぱんだ（勝間田）

おかやまファーマーズ・マーケット  ノースヴィレッジ

2月25日㈰ 9：00～14：00
場所：ノースヴィレッジ駐車場

新鮮な農産物や特産加工品など各種ありますよ。

たくさんのご出店・ご来場をお待ちしています。

連絡先：ノースヴィレッジ事務所　☎38-1234

ファーマーズ朝市

開園時間　9：00〜17：00
電話番号　３８−１２３４

休 園 日　2／6・7・13・14・20・21・27・28
ホームページ　http://www.alis-nv.com

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

　勝央町の皆さんこんにちは！厳しい寒さが続く
２月ですね。今年はインフルエンザが警報レベル
で大流行しましたが、皆さん体調は崩されていま
せんか。
　家から出たくないほど寒いですが、たまには外

へ出て運動がてらノースヴィレッジへ遊びにきて
くださいね♪
　ノースヴィレッジの名物と言っていいほど人気
のロングソフトクリームは時期関係なく食べられ
ますので、一度はぜひご堪能あれ♪♪

《イベント情報》
　毎年恒例この時期なら
ではの『牡蠣祭り』が、
今年は２月23日㈮、24
日㈯、25日㈰の３日間
で開催します。播州相生
産の新鮮で濃厚な味わい
の牡蠣を皆さんにお届け
いたします。今年も独自
の飼育で加熱しても縮まない「ぷりぷりの大粒牡
蠣」をご用意してお待ちしております。
　 牡 蠣 １ ケ ー ス2.5㎏ 入 り3,500円（ 予 約 販
売）、3,900円（当日販売）となっています。牡
蠣のご予約受付中です。無くなり次第終了となり
ますのでご了承ください。
　また、牡蠣が食べれない方も楽しんんでいただ
けるよう、美味しい物の出店もありますので皆さ
んお誘いあわせのうえ、お越しください。

《ロッジ宿泊おまかせ鍋プラン》
　園内のロッジへ宿泊
し、夕食はロッジの中で
鍋はいかがですか？
　その日の仕入れに合わ
せたおかませ鍋プラン！
１人前3,000円となり
ます。お部屋にすべてご
用意いたします。
　冬ならではの夕食！家族・親戚・友人など皆さ
んでご利用いただけます。
　ぜひお問い合わせください！

《寒さが得意のお馬さんたち》
　勝央町の皆さん、こん
にちは。まだまだ寒い日
が続く２月ですが、いか
がお過ごしでしょうか。
　人は寒さに耐えるため
に衣替えや防寒グッツな
どでいろいろな対策をし
なければ、なかなか、寒
さを凌ぐことは難しいと
思います。
　しかし、にんにんホー
ススクールのお馬さんた
ちはこの寒さの中でも元
気いっぱいです。その理由はお馬さんには夏用の
短い毛から冬用の長い毛に生え変わるからです。
そのため、暑いより寒い方が得意なんです。
　ぜひ元気いっぱいのお馬さんたちに乗りに来て
ください。よろしくお願いします。

【問い合わせ先】
　にんにんホーススクール　38−7558

フォトコンテスト開催中
（応募期限を延長しました！）

　勝央町元気なまち推進室では、フォトコンテ
スト（第４弾）を開催中です。
　今回は勝央町と『ひと』にフォーカス。町内
で撮影された素敵な人物の写真をお送りくださ
い。
　入賞特典として、町産品などご用意！たくさ
んのご応募、お待ちしています♪

☎元気なまち推進室　38−3111
詳細（町のホームページ） 申込は応募フォーム（二次元コード）または郵送でお願いします

2024.2月号 162024.2月号17



精
一
杯　

洒
落
て
は
見
て
も　

皺
が
邪
魔 

古
山
は
つ
子

古
民
家
も　

花
一
輪
で　

お
し
ゃ
れ
カ
フ
ェ 

高
橋
小
夜
子

老
い
て
尚　

お
し
ゃ
れ
気
分
を　

持
ち
続
け 

横
林　

和
子

一
手
間
で　

料
理
オ
シ
ャ
レ
に　

変
身
し 

西
田　

俊
吉

久
々
の　

化
粧
気
に
な
り　

伏
せ
る
顔 

古
山　
　

子

お
洒
落
し
た　

案
山
子
に
猪
は　

後
じ
さ
り 

森
本　

和
子

メ
ッ
キ
で
も　

セ
ン
ス
抜
群　

お
し
ゃ
れ
す
る 

古
山
恵
美
子

お
し
ゃ
れ
し
て　

若
い
気
分
で　

人
の
輪
に 

小
林　

一
次

値
札
み
て　

買
い
た
い
服
も　

諦
め
て 

石
原　

照
代

一
張
羅　

今
日
の
御
呼
ば
れ　

し
み
二
か
所 

安
藤　

幹
夫

勝

央

川

柳

社

　兼
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「
お
し
ゃ
れ
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勝
央
短
歌
会

例
会
詠
草
抄

回
勝
央
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

「
出
雲
街
道
に
再
度
光
を
」

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
令
和
５
年
11
月
７
日
、
美
作

国
建
国
前
後
の
歴
史
を
た
ど
る
史
跡
め
ぐ
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

「
甦（
よ
み
が
え
）
れ
出
雲
街
道
」
の
事
務
局
を

担
当
さ
れ
て
い
る
勝
央
町
文
化
財
保
護
委
員
会
委

員
長
の
赤
木
耕
三
氏
の
呼
び
か
け
で
、「
勝
央
町

の
歴
史
を
語
る
会
」
の
会
員
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

出
雲
街
道
は
参
勤
交
代
・
信
仰
の
道
と
し
て
、
近
世
の
歴
史
を
彩

る
大
動
脈
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
栄
光
の
舞
台
で
あ
っ
た
出
雲
街
道

に
再
度
光
を
あ
て
、
ド
ラ
マ
を
探
す
の
が
目
的
で
し
た
。

　

岡
地
区
の
十
王
堂
跡
を
訪
れ
、
こ
こ
に
県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
東
光
寺
の
油
地
蔵
が
昔
、
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
の
説

明
を
聞
き
ま
し
た
。
今
ま
で
あ
ま
り
語
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
史
実
で

し
た
。

　

史
跡
は
私
ど
も
に
歴
史
を
語
り
、
豊
か
な
知
識
を
与
え
て
く
れ
る

こ
と
を
再
認
識
し
、意
義
あ
る
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
勝
央
町
の
歴
史
を
語
る
会　

木
村　

泰
二
）

回
勝
央
町
文
化
祭
・

回
勝
央
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

勝
央
町
の
歴
史
を
語
る
会

部
会
紹
介

◆詳細・問い合わせ先
　年金加入者ダイヤル（☎0570−003−004）
　津山年金事務所（☎31−2360）
　税務住民部年金担当（☎38−3116）

■町社会福祉協議会へ
◇河　原　前原　直道（亡母　五十江）
　　河原１～４区にも

◇河　原　阿黒　正光（亡母　すみ江）
　　河原１～４区にも

◇勝間田　赤堀　悦子（亡夫　元美）

◇勝間田　山下　茂樹（亡父　卓彦）

◇上香山　水嶋　真一（亡父　栄）
　　上香山やすらぎの会・上香山老人会にも

◇勝間田　妹尾　美徳（亡父　愼太郎）
　　勝間田老人クラブ・勝間田区ふれあいの会にも

　前納とは、保険料をまとめて納め

ることにより保険料が割引になる制

度です。「２年前納」をご利用いた

だくと、毎月納付する場合に比べ、

２年間で15,000円程度の割引に

なります。

　「２年前納」の申込期限は、毎年

２月末日で、４月分から翌々年３月分までの保険料

を納めていただきます。

◎口座振替の場合

　「国民年金保険料口座振替納付（変更）申出書兼

国民年金保険料口座振替依頼書」に必要事項を記入

の上、預貯金口座をお持ちの金融機関（郵便局を含

む）の窓口、または年金事務所へご提出ください。

◎クレジットカードの場合

　「国民年金保険料クレジットカード納付（変更）

申出書」に必要事項を記入のうえ、年金事務所へご

提出ください。

◎現金（納付書）の場合

　「２年前納保険料を現金で納付したい」旨を年金

事務所にお申し出ください。お申し込みいただいた

後、納付書を送付しますので、金融機関（郵便局を

含む）にて保険料を納めてください。

国民年金保険料の
「２年前納」制度

国
民
年
金

だ
よ
り

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

◆日　時
　３月３日㈰　13：00～15：00
◆場　所
　総合保健福祉センター２階
◆内　容
「山の背くらべ」「小野小町」「無精くらべ」
ほか

◆主　催
　勝央民話を語る会ちゃんちゃんこ
◆協　力
　勝央図書館
◆問い合わせ先
　勝央図書館　☎38−0250

第14回むかし話をたのしむ会

勝央文化協会だより

祷禮

「
ス
ポ
ク
ラ
勝
央
」
だ
よ
り

Vol.70

☆
「
公
民
館
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

10
周
年
記
念
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
を

開
催
☆

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
開
催
し
て
い
ま

し
た
が
、
12
月
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
飾
る
よ
う
に
な
っ
て
10
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
寒
い
中
で
す
が
、
公
民
館
を
訪

れ
る
方
々
に
見
て
い
た
だ
い
て
、
心
の

癒
や
し
に
な
れ
ば
と
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
町
内
で
活
動
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
（
子
ど
も
フ
ラ
ダ
ン

ス
・
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｚ
Ｏ
さ
ん
・
手
話
で
話
そ

シ
ョ
ン
＆
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
や
っ
て
欲

し
い
と
い
う
声
を
聞
い
て
…
ま
た
、
頑

張
れ
ま
す
！

　

皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

☆
朗
報
で
す
☆

　

令
和
５
年
11
月
26
日
㈰
に
群
馬
県
高

崎
市
で
行
わ
れ
た
、
第
11
回
チ
ア
世
界

選
手
権
大
会
、
ア
ー
バ
ン
チ
ア
ダ
ン
ス

演
技
競
技
シ
ニ
ア
部
門
に
ス
ポ
ー
ツ
ク

う
・
チ
ャ
ー

ミ
ン
グ
ハ
ー

ト
・
勝
央
音

頭
保
存
会
）

に
急
き
ょ
協

力
し
て
い
た

だ
い
て
、
楽

し
い
会
に
な

り
ま
し
た
。

手

作

り

感

た
っ
ぷ
り
の

ク
リ
ス
マ
ス

会

が

で

き

て
、
来
年
も

イ
ル
ミ
ネ
ー

ラ
ブ
出
身
の

林
笑
（
創
志

学
園
高
等
学

校

）

が

出

場
。
見
事
優

勝
、
世
界
一

と
な
り
ま
し

た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

勝
央
町
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

☎
38
ー
７
１
２
３

▼
メ
ー
ル

s
h
o
o
_k

e
n
k
o
s
p
o
rts

c
lu

b
@

la
g

o
o
n
.o

c
n
.n

e
.jp

　

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果　
（
敬
称
略
）

◇
第
51
回
西
郷
四
郎
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓

柔
道
大
会
（
12
／
17
広
島
県
）

【
中
学
生
男
子
】

（
73
㎏
超
級
）

　

第
３
位　

大
谷
俊
太
朗

◇
第
24
博
武
館
空
手
道
練
成
大
会
（
12
／
24

玉
野
市
）

【
高
校
・
一
般
男
子
】

（
組
手
の
部
）

　

第
３
位　

福
田　

洋
平

◇
第
54
回
全
国
高
等
専
門
学
校
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
１
／
４
～
９
兵
庫
県
）

　

第
３
位　

津
山
工
業
高
等
専
門
学
校

（
勝
央
町
在
住　

木
下　

真
樹　

出
場
）

2024.2月号 182024.2月号19

日　　時　３月３日㈰10：00スタート

（受付８：45～）

場　　所　ノースヴィレッジ園内の２㎞の

コース

部　　門

　・親子組（小学校２年生以下の親子）

　・小学校３・４年生男子

　・小学校３・４年生女子

　・小学校５・６年生男子

　・小学校５・６年生女子

　・中学校・高校・一般男子

　・中学校・高校・一般女子

参 加 料　100円

申込期限　２月22日㈭

申込・問い合わせ先

　勝央町スポーツ協会事務局

（勝央町教育委員会教育振興部内）

　☎３８−１７５３

　※申し込みは、県内在住者に限ります。

第40回金時健康マラソン大会　出場者大募集！
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あ
と
が
き

「
高

季

校
生
探
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
３
」
で

発
表
し
ま
し
た

勝
間
田
高
校

節
を
感
じ
て

植
月
保
育
園

こ

▼
１
月
１
日
に
発
生
し
た
、「
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
」
が
石
川
県
を
は
じ

め
、
北
陸
各
県
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
特
に
、
揺
れ
や
火
災
に
よ

る
家
屋
の
倒
壊
、
水
道
や
電
気
な
ど
の

生
活
イ
ン
フ
ラ
の
損
傷
が
深
刻
と
の
こ

と
で
す
。
ま
た
、
道
路
が
寸
断
し
た
こ

と
に
よ
る
孤
立
集
落
の
発
生
や
、
避
難

所
に
支
援
物
資
が
届
か
な
い
問
題
も
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
紙
９
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
と
お
り
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
役
場
の
本
庁
舎
で
義
援
金
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
可
能
な
範
囲
で
被

災
地
へ
の
支
援
に
ご
協
力
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

▼
１
月
２
日
に
は
羽
田
空
港
で
航
空
機

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
乗

客
と
乗
組
員
３
７
９
人
全
員
が
避
難
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
乗
組
員
の
日

頃
か
ら
の
万
が
一
へ
の
準
備
が
生
ん
だ

奇
跡
だ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
異
常
気

象
な
ど
に
よ
る
災
害
の
ほ
か
に
も
、
想

像
を
超
え
る
事
態
へ
の
対
応
は
日
頃
の

備
え
し
か
な
い
と
学
ば
さ
れ
る
年
始
か

ら
の
出
来
事
で
し
た
。

い
て
、「
誰
も
が
一
緒
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
を
！
」
の
テ
ー
マ
で
発

表
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
々
と
の
交
流
や

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
新
ル
ー
ル
の
研

究
・
開
発
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。
ど
ち
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
た
取

り
組
み
で
、
聴
衆
か
ら
も
高
い
評
価

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
た
生
徒
に
と
っ
て

も
、
多
く
の
方
々
の
前
で
発
表
し
、

質
疑
に
対
し
て
応
答
し
た
り
、
他
校

の
生
徒
・
教
職
員
等
と
交
流
し
た
り

で
き
、
多
く
の
経
験
と
学
び
が
得
ら

れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

寒
さ
が
厳
し
い
朝
の
こ
と
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、「
わ
っ
。
松
ぼ
っ
く

り
が
氷
の
中
だ
」
と
驚
い
た
よ
う
す

で
す
。

　

秋
、『
び
っ
く
り
ま
つ
ぼ
っ
く
り
』

と
い
う
絵
本
で
見
た
こ
と
を
試
そ
う

と
子
ど
も
た
ち
は
何
回
か
松
ぼ
っ
く

り
を
水
に
つ
け
た
り
乾
か
し
た
り
し

て
実
験
を
し
ま
し
た
。
松
ぼ
っ
く
り

は
乾
燥
す
る
と
か
さ
を
開
き
、
湿
る

と
か
さ
を
閉
じ
る
性
質
が
あ
る
の
で

す
。

　

季
節
が
め
ぐ
り
冬
が
訪
れ
た
あ
る

日
、
ま
た
や
っ
て
み
よ
う
と
小
さ
な

容
器
の
水
の
中
に
松
ぼ
っ
く
り
を
入

れ
た
ま
ま
外
に
置
い
て
い
た
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
氷
を
割
り
、
松
ぼ
っ

の
活
用
へ
の
挑
戦
～
」
の
テ
ー
マ
で

発
表
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、
勝
央
町
役

場
前
の
「
勝
央
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー

ム
」
で
の
取
り
組
み
を
通
じ
た
農
業

の
魅
力
発
信
や
地
域
と
の
交
流
に
つ

く
り
を
取
り
出
し
て
氷
と
く
っ
つ
い

て
い
る
よ
う
す
を
眺
め
た
り
、
氷
を

触
っ
て
「
冷
た
い
ね
」
と
氷
の
感
触

を
共
有
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

「
氷
は
と
け
る
ん
だ
よ
」

と
水
が
氷
に
な
る
面
白
さ
や
と
け
て

ま
た
水
に
な
る
不
思
議
さ
も
感
じ
て

い
る
子
も
い
ま
す
。

　

秋
か
ら
冬
へ
の
季
節
の
移
り
変
わ

り
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
出

来
事
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
自
然
事
象
に
つ
い

て
不
思
議
に
思
っ
た
り
探
求
し
た
り

す
る
機
会
を
大
切
に
し
た
保
育
を
心

が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
自
然
を
全
身
で
感
じ
な

が
ら
、
心
豊
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　
　

12
月
26
日
、
岡
山
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
「
高
校

生
探
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
３
」

が
開
催
さ
れ
、
勝
間
田
高
校
か

ら
は
、
２
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
、

「
ア
グ
リ
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
～
持
続
可
能
な
耕
作
放
棄
地

の
活
用
へ
の
挑
戦
～
」
と
い
う

テ
ー
マ
と
「
誰
も
が
一
緒
に
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
を
！
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

「
ア
グ
リ
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
～
持
続
可
能
な
耕
作
放
棄
地

「高校生探究フォーラム2023」で発表するようす

氷に冬の到来を感じる園児たち

下手だと思った時こそ
伸び時

　映画「ミステリと…」の中に、多
くの人が感動したセリフがありま
す。
　【「絵を描くのが好きだったけど、
あるとき自分がすごく下手だと思え
てきて描くのをやめた」と女子高生
Ａが話します。それに対して主人公
Ｂは、「本当に下手な時は自分が下
手なことにも気づかない。気づくの
は上達してきた時だ」と語ります。
数カ月後、Ｂと再開したＡは『高校
で美術部に入った』ことをうれしそ
うに報告するのでした】

『下手だと思った時こそ伸び時』
　はっとしました。頑張っているけ
ど、なかなかうまくいかず、怒った
りあきらめてしまったりする子ども
たちに届けたい言葉です。子どもに
限らず大人でも、元気がわいてくる
励ましです。
　新年を迎え、「夢・目標・進路」
などについて改めて考えたことで
しょう。
　でも、思い通りにならない時や、
へこんだ時、この言葉から元気を取
り戻してほしいものです。

（教育委員会）

20

人口

世帯数

と

令和６年１月１日現在

人　口　10,833人
（−18）

　　　　男　5,227人
　　　　女　5,606人

世帯数　4,766世帯
（＋１）

※（　）内は前月比


